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特別損失の計上及び繰延税金資産の取り崩しに関するお知らせ 

 

 当社は、平成 29 年２月期第 1 四半期（平成 28 年３月１日～平成 28 年５月 31 日）において、下記のと

おり特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別損失の発生及びその内容 

当第１四半期累計期間において、各店舗の損益状況を分析し、営業損失している店舗については、

より厳しい判定基準をもって撤退か存続の判断を実施し、業績回復の見込みが低い店舗について

は退店決議を行い、特別損失に計上しております。 

 

（１）退店による特別損失 

①減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、閉店を決議した店舗について減損処理を行い、

減損損失として 19 百万円の特別損失を計上いたしました。 

②店舗閉鎖損失 

店舗閉鎖等に起因する損失として５百万円を店舗閉鎖損失として計上いたしました。 

③店舗閉鎖損失引当金繰入額 

    平成 29 年２月期第１四半期会計期間において、新たに閉鎖が確定した店舗について、店舗閉

鎖に要する費用として店舗閉鎖損失引当金繰入額 57 百万円を特別損失に計上いたしました。 

（２）固定資産除却損 

    平成 29 年２月期第１四半期会計期間において、熊本地震によるデベロッパー改修に伴う改装な

どにより、固定資産除却損４百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

２. 繰延税金資産の取り崩しについて 

近年の急速な業績の悪化と厳しい経営環境等を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を検討した

結果、繰延税金資産 50 百万円を取り崩し、法人税等調整額に計上いたしました。 

 

３. 業績への影響 

   上記の特別損失の計上は、本日発表の「平成 29 年２月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連

結）」に反映されております。 

以 上 


